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会員各位
日本ライセンス協会　関西研修委員会
〒550-0004  大阪市西区靱本町1-8-4
   大阪科学技術センター内
TEL.06-6443-5320 FAX.06-6443-5319

第４９７回　関西月例研究会（リアル開催）
[bookmark: _Hlk221628762]「生成AIツールの知財業務への活かし方──仕組みを理解し、業務設計と本質的価値を考えるために」

開催日：２０２６年６月１２日（金）１４：００－１７：００
場　所：大阪科学技術センター ４階 ４０５号
[bookmark: _Hlk49417583][bookmark: _Hlk495673261][bookmark: _Hlk10364495]講　師：羽矢﨑 聡 氏

拝啓　会員の皆様方には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
また、平素より当協会の活動にご協力、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　
さて、本月例研究会では、「生成AIツールの知財業務への活かし方──仕組みを理解し、業務設計と本質的価値を考えるために」と題し、羽矢﨑 聡 氏をお招きしてご講演をいただくことになりました。

1. はじめに
生成AIの急速な進化により、知財業務にもさまざまな効率化・自動化のニーズが生まれており、いま、変革の真っ只中にあるところかと思います。しかし、個別ツールの操作を追いかけるだけでは、習得した先からすぐに陳腐化してしまいます。むしろ、AIツール群の進化の方向性とその仕組みを理解した上で、自分の業務をどう設計し直すか、知財実務における本質的価値とは何かを問い直すことが、より重要になってきているのではないでしょうか。
本研究会では、知財実務者として日々こうしたAIツールに向き合っている講師から、いくつかの実演と試行例を共有いただきます。一方的な「正解」を提示するものではなく、参加者の皆さまそれぞれの業務にどう活かしうるかを、一緒に考える場とすることを目指します。なお、AI領域の進化は極めて速く、当日紹介する具体的なツールや手順は最新動向に応じて変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

2. プログラム構成
AIツールの活用は、個別ツールの操作を覚えるだけでは陳腐化が早く、業務設計の視点からとらえ直すことが必要です。本講演は以下の3部構成で実施します。
(1) 最新動向の共有：特許ランドスケープ解析等の実演例
(2) 知財業務オペレーション変革の検討例
(3) ケーススタディ＆グループ討議

(1) 最新動向の共有：特許ランドスケープ解析等の実演例
本パートでは、講師が日常的に取り組んでいる特許ランドスケープ解析の試行例を紹介します。自動化スクリプトと最新の生成AIツール群を組み合わせ、数万件規模の請求項（CLAIM）データから、特定のグローバル企業の技術戦略の意図を、ブリーフィング文書、マインドマップ、ランドスケープ分析スライドとして可視化するプロセスをご覧いただきます。「AIで何ができ、何ができないのか」「どこに人間の介在が必要か」の感覚を、参加者の皆さまと共有することを目指します。

(2) 知財業務オペレーション変革の検討例
本パートでは、従来のチャット形式（UIベース）の利用から、コーディング型AI／エージェント型AI（Claude Code等）による「構造的知財業務自動化」への移行について、講師の試行例を共有します。AIがバックグラウンドで複数のタスクを連続実行することで、人間が判断や設計に時間を使えるようにする──そうした業務設計の方向性と、現時点での課題を率直にお話しします。クレーム解釈の加速化についても、具体的に示します。

(3) ケーススタディ＆グループ討議：「AIを活用した知財業務再設計（仮）」の検討
本パートでは、生成AIの知財業務への活用についてグループでご議論いただきます。導入時の勘所を皆さまと共に検討する場とします。※具体的な進め方（テーマ設定・グループ編成）については、参加者の皆さまの業種・関心に応じて調整予定。

3. 参加事前コミュニティ
当日の3時間を有意義なものとするために、事前準備として、「Slackによる事前コミュニティ」への参加をお願いします。
開催2週間前よりSlackグループを開設します。そこで、研修当日までに閲覧して学習していただきたいサイトなどの情報を提供します。Slackグループは、事前学習に関する不明点の解消や、事前議論、研修当日に講師に聞きたい内容の伝達の場としてご活用していただけます。

本講演は、企業内にて知財・法務に従事する方々や、企業を支援する方々（弁理士、弁護士など）にとって、生成AIツールが知財業務にどのような影響を及ぼしているかを把握し、ご自身の業務設計の参考にしていただける場と考えています。これら以外の方々で本テーマにご興味をお持ちの方（経営層、事業開発者など）のご参加ももちろん可能です。会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。また、本講演を他の部門の方々にも周知していただけると幸いです。

本講演は、オンラインでの配信は行わず、会場のみのリアル開催といたします。また、月例研究会の終了後に、近隣の飲食店にて講師を囲んで簡単な懇談会を開催いたします。是非、ご都合を付けて懇談会までのご出席をお願いいたします。

敬具

＊本研究会は、日本弁理士会の継続研修としての認定を申請中です。本研修を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として選択科目：２．５単位が認められる予定ですので、申込フォーム末尾の「弁理士登録番号」欄に弁理士登録番号をご記入ください。
＊お申込みを頂いた後、当協会から振込先をご案内いたしますので、５営業日前（６/５（金））までに参加費をお支払いください。期限までに入金が確認できない場合は、ご参加いただくことができません。入金を確認できた方には、３営業日前（６/９（火））までに、メールにて資料をお送りいたします（当日、会場でも配布資料をご準備いたします）。なお、資料送付後のキャンセル・返金はお請けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。



講師略歴
羽矢﨑 聡 氏
現職：ディープテック・スタートアップにて知財業務に従事。
経歴・専門性：NTTドコモにて新事業創出に従事した後、現在はスタートアップで知財実務者として活動。丸島儀一先生に長らく師事し、「三位一体」の考え方、事業を強くするための知的財産をライフワークとし、生成AIツール群の知財業務への適用を試行的に進めている。
活動概要：note記事やコミュニティ活動を通じて、AI時代の知財実務に関する検討プロセスを共有している。「AIで作業時間を短縮する」だけでなく「AIをどう業務設計に組み込むか」を、実務者の視点で発信している。なお、本研究会への登壇は、所属企業を代表するものではありません。

１．[研究会]
[bookmark: _Hlk52026622]　開催日：２０２６年６月１２日（金）１４：００－１７：００
[bookmark: _Hlk49876972]場  所：大阪科学技術センター ４階 ４０５号
講　師：羽矢﨑 聡 氏
司　会：関西研修委員	主担当　大池　聞平（ＯＥＫ弁理士事務所）
			副担当　桂　均（パナソニックオートモーティブシステムズ株式会社）
参加費：正 会 員	５,０００円（同一組織のメンバーを含む）
継続会員	２,０００円
一　　般	１０,０００
＊継続会員とは、55歳を超えて勤務先を退職した後も個人で会員資格を継続し、特別の年会費（2万円）を適用されている正会員です。（詳細は会員名簿の規則またはホームページをご参照ください。）

２．［懇談会］
と き：２０２６年６月１２日（金）１７：３０－１８：３０
ところ：大阪科学技術センター周辺 ※近隣の飲食店で開催する予定です。
参加費：２,０００円

３．［参加申し込み］
· 申込期限：２０２６年５月２９日（金）
＊LESJウェブサイト【http://www.lesj.org/workshop/monthly/west.php】よりお願いします
（LESJウェブサイト以外からのお申込みは受け付けておりません）

【次回のご案内】
時期：9月予定
テーマ：サイバーアタックとランサムウェア対応（仮）
講師：未定
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